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市ホームページには、
たくさんの写真と詳しい
内容を掲載しています。

ま ち の わ だ い

当日は16人が参加し、みんなで協力して調理しました

おとこの料理教室がスタート

̶ 料理に加え、コロナ禍以降3年ぶりに会食も ̶

車にペインティングするニランドさん

5/16　オランダ人画家ジョン・ニランドさん
の作品制作活動のオープニングセレモニーが三
角西港で開催され、約70人が参加しました。ニ
ランドさんは、県内に約2カ月間滞在し、6月に
は不知火美術館で展覧会を開催。「市民の皆さ
んと活動できれば心がつながり、作品にも反映
できます。」と話していました。

オランダ人画家が三角西港で現代アート

̶ 世界中で滞在しながら作品制作 ̶

5/21　鳥獣対策を行う㈱イノ Pが耕作放棄地
を整備し、㈱ソラシドエアと共同運営で農園を
開設。オープニングイベントでは、包括連携協
定調印式や早

そうせいぎり

生桐の植樹などが行われました。
宮川将

まさひと

人代表は「荒れ地だった場所に作物が育
つまでになりました。地方創生の奇跡をここか
ら発信したい。」と意気込んでいました。

ソラシドエコファームがオープン

̶ 持続可能な地域社会を目指して ̶

社内公募で選ばれた花を花壇に植えるソラシドエアの社員

平岡和
かずのり

徳教育長に提言を渡す桑島弘
ひろゆき

行会長（写真右）

市社会教育委員が教育委員会に提言

̶ これからの地域学校協働活動のために ̶

6/1　料理の上達や食事バランス学習などを目
的に、「おとこの料理教室ステップアップ編」を
松橋町で開催しました。全10回で市食生活改善
推進員協議会が主催。初回は、ビビンバに挑戦。
毎月、野菜を使った減塩メニューを作ります。参
加者からは「みんなで料理して一緒に食べるの
を楽しみにしていた。」などの声が聞かれました。

5/26　市社会教育委員が市内で行われている
地域学校協働活動について市教委に提言しまし
た。これは、委員10人がこれまでの経験に加え
2年の任期中、学校運営協議会委員として活動
した気付きなどを、「教師の働き方改革」「子ど
ものキャリア教育」など4項目にまとめたもの。
提言は市ホームページに掲載しています。
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貴重なハンゲショウを移植する児童たち

豊川小で環境学習会を開催

̶ 学びを通して地元農業や環境を理解 ̶

5/30　台湾総領事館である台北駐福岡経済文
化弁

べんじしょ

事処の陳
ちんめいしゅん

銘俊総領事と鄭
ていせいみん

静敏総領事夫人
が市を訪問しました。台湾との観光や物産をは
じめさまざまな分野での交流に向けての意見交
換と視察が目的。守田憲

けん し

史市長や市幹部と意見

交換し、三角町の㈲山本洋蘭の温室ハウスや三
角西港を視察しました。陳総領事は、「ラン栽培、
農産物、歴史などとても豊かなところだと感じ
ました。今後、宇城市との友好交流を期待して
います。」と笑顔で話しました。

（左から）守田市長、礒貝選手、父の公
きみとし

利さん、平岡教育長

6/9　九州農政局宇城農地整備事業所主催の環
境学習会が豊川小で開催され、同校の5年生32
人が参加。これは、貴重動植物などの保全の大
切さや農地再編整備事業の役割を農業や環境を
通じて学び、理解を深めることが目的。児童た
ちは、地元農家の皆さんとハンゲショウの移植
を体験し、地域環境の重要性を学びました。

6/3　小川町出身で、フットサルFリーグのペ
スカドーラ町田に所属する、礒貝飛

ひ な た

那大選手が、
北九州市で行われた第2節ボルクバレット北九
州戦でF1リーグデビュー。3月20日には市を訪
問し「宇城市でフットサルのイベントがあった
ときには、参加して魅力を伝え、将来は、海外
で活躍したいです。」と語っていました。

市出身の礒貝選手がF１リーグデビュー

̶ 郷土の思いを胸に今後の活躍に期待 ̶

台湾総領事夫妻が市を視察訪問
̶ 観光や物産などさまざまな分野での交流を期待 ̶

① 市職員から三角西港の説
明を受ける陳総領事と鄭夫
人　② ラン栽培の様子を視
察　③ 意見を交わす陳総領
事（中央）　④ 視察は和やか
に行われた

① ②

③ ④

6月号の宇城市消防団辞令交付式の記事で写真の氏名に誤りがありました。
おわびして訂正します。　誤　林田洵也班長　正　林田洵耶班長おわび




